

































防災 計画 の見直 しについて
緊急情報遵姑 ンステムについて
水密後の地域の状況
自主 防災姐漁 に対す る住民のfX)心皮
自主 防災封l稔の活動内容
地区内での独 自の 自主防災 活動













鹿児島市地 域防災計画杏の見通 し事項 の骨子
Bま じ め Iこ
1993年の真は全国的に長雨が続き,鑑児島ff才でも梅舶別け'El舌が ･腔はLLlたにもかか
わず.その後 も過日のように1府が韓 り就 いた. シラスでおおわれたjL7他に多龍の鵬が し
















惜報収如 ･伝達 システムの整備､避難 計画の見直 し.災省伯険個所の見直 し. 山1:防災
組織の育成といったソフ ト面の計画が雅定された.
災害時に,行政か らの情報やテ レビ,ラジオによる災皆にr封する情報を人TlL.独 rl
の判斬で避難することももちろん大切であるが.地区ごとに対応や避錐 を守Tう自主 防災
細輔の活動が重要になって くる. 自上防災組織の活動 を兇此 し.惰性 化していくことが
今後必要になって くる.





そこで､本研究では.平成 5年の災害を教訓に した災苫後の行政の対応 として此リ上山
市の地域防災計画卒の修正事項を御査 し. どのような見直しや範僻が行われたかをlg7ら
かにする.次に､その見直 しに伴い､災'#後 1年間で､ EJ上防災組織でどのようなTT.,'uu







平成 5年 8月 6EL､鹿児島地方をBlった盛Ef】交雨によ り鹿児島市は､功的故習に加えて人的姐
彰を出す結盟 と1+-った.災省当E3､局地的Ij大雨J=より､庇児包市内の粥rJJ鉱や広侍狂は身動き
か とれす､また相伴信連 システムの不偏により住民に対 しての選定勧告が十分にでさなか ･,た｡
そのため､鹿児島市では地域防災計画¥の見正 しを行い､情報伝述体制の亜僻をEZlった｡その他




や見正 しを行 ってきたかをア ンケー トにより杓鼓 し､防災計画の有効性やEI主帆災姐息の現状と
株価をlJlちかにするものである.







117人の方 に､｢8 6艶児島水管後の 自主防








｢平成 5年の災着を教訓に虚 空芸JtLb芸 し附 な どd'J'
児島市の地域防災計菌が見直さ 棚 I､■人の削 L.ほ
れていることを知 っていますか｣
■.tT811AJ)■lL.
く付iaB参照)とい う問にM L 糾 .7蛇 坪印 壬玉東
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ついては蓋 - 2､圭 -3に示す.水着
硬の丘児島市の&済は､水書前と rほ
とんど9:わ らflい｣あるいは ｢少 し苦
しくfLった｣が大半を占めた｡
近供の人たちとの付 き合いは水書初







上 したのかどうかとい う比収を したところ､
防災工事が行われた地域では約 7書叫の代糞
者が ｢向上 した｣と答えてお り (図-4)､
防災工事か行 われたことか らか､安全性か








行われなか った地域で､平成 5年 8月
6El並みの大雨か陣 ･,たAA合､牧舎は 防災工事が
どうなると予想 されるか比椴 してみた 行Nhl%T=
ところ図- 5の結果 となった｡両地域
において ら故字 的にはほとん ど変わら
防災工事は
ILか ったが､やや防災工事が行われた 行われなか




□ 向上 し(: 日 ■わ ら'･'L､ EZIかiって姓T Lr=
匠】わか ら')い 囲 N^
J:うIL結果 と1った (図一6)｡ 司-4 防災工事が行われた (行われfJL'か った)地区
防災工事か行われた地域で もr披書 でIi､災省に帆する安全性は向上 したか
は半分程度 にILる｣あるいは ｢牧舎はほとんど発生 しIi:い｣と答えた人IiLO96以T とかflり低い







改正された投債かあるかど 監実謀 計 畑
うか聞いたところ､同一 7 防災佃 … の
の結果を得た｡｢防災行政 戸別生tI吐
水魚の戸別受付軌あるいは 土のうスー ンヨン
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回-8 これから必要とされる安全のための設備


















































ロ 書手った 噂 帥 らfjい 田 N^
図-13 自主防災組息の活動によって住民の関心は高まったか
8 地区内での独 自の 自主 防災括れ
｢あなたの地区では､地 区内で脚 の災T… … ほ
の独 自の自主防災活動を していま
7TS投邦へQ)tlf

































9. 自主防災叔■の代表者 と しての清JZI
固-15 地区内での独 自の 自主防災活動を している
地区では住民の関心は高まったか
自主防災抱擁の代表者 と しての活動 と しては､ ｢地区内の災番危険箇所の確ZE｣､ ｢市役所へ
の扶情･連終｣､｢災専箇所の催す｣､Iiとか掛 こ行なわれている｡また､ ｢災専1年を掘 り返っ
て､自主防災組成の活動で代表者 として､特に苦労され たことを 3項 目まで記入 して下 さいJと









としてIL r美●tEEl工事○■7rj -一 ･A:L:二
rIItMt■OAILJ.rFtT AJ I■ ■▲●●●
行Bt暮のtl■J､ rkTJLの土砂 IP401" q t




oTIeヽ tlLて▲ウ l■-川 "̀ Ll■Jl
)､17は3k功されている. しか Il■tLIulT


















れたか どうか比較 してみたところ､やは りr含まれている地区Jの方が見直 しがよく行わ
れている(図-18). しか し,r含まれている地区｣でも｢見正 しが行われていないJと回答
した二鞄区は50%を超 えている.防災マ ップを括用 しやすいように改訂 し,凍権的に汚用
すべきであ ろう.
ll.まとめ
本研究では,平成 5年 8月鹿児島車両災谷崎の 自主防災組織の代表者 を対穀に災沓 i
年後における 自主防災おl経の汚軸および見せ Lをアンケ- ト粥汝 した.
紺 られたJg架をまとめると
(i)丘児島市の地域防災1f青書の 見直 しについては.ほとんどの 自主防災雑拝の代表者
が知 っている.見直 し事項の うち rラジオ ･テ レビを油用 した無象情報連鵜 システム｣
r防災行政兼#および戸BJ受信仇の殻alJおよび T高齢者 ･病人の避難誘i*Jを垂車扱
して いる.これ らは前Eg)のアンケ ー トりでソフ ト対兼 として並要 現された事項と合致 し
てお り.主な兎要事項はほぼ達成 されたといえる. しか し.今後 さらに必襲な安全のた
めの設備にも防災無線の戸別交付機および屋外比声機の改姓に関する要望が高 く.これ
か らも整備が必軍である.
(2)テ レビ ･ラジオを使って此児 島鼎や鹿児島市から正接市民に避妊の呼び掛けを行う
黙急伸 報連搬 システムは. 8.6#雨災害でテ レビ ･ラジオの災書放送が評価されたこ
ともあって.JE児島鬼で全BJで始 めて串入された.アンケー トat糞によれは.無私情報
;土地 システムへの辞すはきわめて7(い. r家庭にいる市民に6t実に情報を伝えることが
できるJ. r広報車などで伝達す る方法に比べたら連れがなく伝達できるJ. rリアル
タイムで降雨や災答の状況 を知ることができるJなどが評tfの原因となっている. しか
し.行政の付軸伝退ルー トは防災行敢無娘の同報*操や戸別受付拙.広報耕､渦肪胡【な
どによる伝達が主である.テ レビ ･ラジオを使 う方法はあ くまでも爪全体や市全体に広
く情報 を伝えるのが 目的で､特定の地域に避難 を呼び掛けるためではないことはあまり
吉‡托 されていないようである. また､災害対策木鉢のテ レL/･ラ ジオ用のスタジオから




(3)災害検. 自主防災組托 に対する住民の朋心が高 まったとする回答が多いが.具体的
に活動の見通 しを行 った舶紙は少ない.災害後の自主防災袖札の活軸としては行政がrT
う代表者研修会に参加.防災(あるいは防火)捕結､消火訓練 などの項 目が妨げられてい
るが.その央施割合は必ず しも高 くない.地域内で独 自の汚動の内容 を見ると.地区拍
の危険苛所の見回 りおよび点検はかな り行われているが.災沓時の対応に役立つ と考え





(4)自主妨災JA■の代水着Lま r地庄内の災書見A11q所の6L㍑Jおよび rrJl役所へのI*付 J
についてはかTLI)8tNr的に寸了っている. 平 均4- 5国 事い4,缶liL(=司以上t'TrJ投HTへ
Et什L=行っている. このJS兼 r鞘等tL旧工事J r私イiJta)土砂J*滋L=行J女a)支世3F
H J ri2■所の丸正LJ r水iK tカ ガスの牧lL= および r被災ゴミの処qLJに






⑳ 】19書iA叫と 110j■書かb縛 りれる故事什～の交換
(む災脊ECのt話の3475atAL=卯する広* 【佃やL=iLい4Zl けt時の追出 JLFh]人t
LLのES■ LlJtlJい

Ll ll(1)河川の改書 人汝 1人)36 (ヽ 十51.J1
(2)砂■ぢダムの投t 5 7. 1
(3)H両の防災工事 54 77.1
(4)il姑の妊d 6 8.6




■ 一 人I t人)2 ーヽ 一I_9
87 Jt+)
14 1:～_ー
tS)～.A 3】 2_80 9




4 Ll A+ (A)2 (ヽ 11.9
27 25.2
67 62_6
Jl Fr(1)l■じ 人t (人)80 (I)74_8
(2)ランク■上 16 15_0

･■ り 人故 (人)32 (%)29.9
55 5L.Jl
58 5′1.2






















(一一IB■のJr+ S 一_ 7
nl)そのL 6 S.6

tl LI(lIlil 人♯ (人)10 (%)15.6
(212Fl 12 13.8
(3)3I Ⅰ0 15.6
H I4-L-5FI JJ 2Brl
り )～-サI 2 3.I
















104ft 0 0, 0
2,20+ft i 0.9










5.t 光 JE 0 0.0
6.公 溝 A 5 Jl.7
7.会 tt A 8 7.5
8_主 ■ 3.7
9.*t 29 29.1
LO_そ の 他 19 17.8




1. 1年朱書 2 1.9





付毎Br長兄 島市 の 亀 竣 防美 計 音 書 の 昔 正 J
l tえかさ
▼JG5年8月 6Elの文書 当qr.■托■市 では.t=JLt書 いて､防3t行Zk■JtのII
JLおよLFP別tf■kはiy入 されてい rib､つた. J-た､特J‖bl氾dELI■t L=* blもrLで
15台か とれT､a:■J(に上 る老Xの サぴか lJや_サ イ レノ t E)■ *たIi妊r♯ lこ




yTな した. これl;よ り.各 tI丸奴
tI.1+ヒ1かT l.BEI■t
V■iと投■tkt示 す.
+f一二_- ヽ■ ■L I r_tI).
そ もとl二､七JL2rJ､Jl書h告､
るとJLJL2LJは ､相 当flJE補 で､
2 これ bの flq をJ8台 的 にIlLBL､洞 防 耳 ス ビ- 刀 -､ 同 母車 扱 を 活 用 して ､各 tl丸
JrTl稚 , 河 川 T*甘 ､地 J*の 現 皮 節 を細 か に地 蛾 住 民 に 伝 iEす る.
3 老JI広 報 は , 消 防Jlス ピー カ ー ､ 内報 * & ､ 分 iLEF･ifl防 分 En合 等 Lこ投 ( され た 弗
*用 サ イ レノ専 そ i じて行 う と と い こ､ テ レビ ラ リオ 串 の マ ス メ デ ィ7 L二伸 il依 和 T
ち.
4 河川 の お水 ､ 氾 dE､大 現 す fl土石eE.L～J)れ 等 の 危 k か 予 想 され る14台 は ､91書対
旺民へ JLl tl告 ､ 始 扉 を 行 う.
L 二̀.■ l I.ど.'ltlE■ XL IlIFI :一二▼.t.
■I■ ■■ItI ■q 1 I)JLq辛 IIe■lJq.H.uJL 4JI
~宿 し･旦水 書等危牧区社 と して見iXした く五 一 5). その冶果 ､
gtTF支外 1所 か 361tRTiA加 され､免I*廿所の総出 も 279teTか り
てお りー危汝 とIl蛎 され る牡htが!●また.
るよう､市民の ひろは
(日 が け 崩 れ
(2) 地すべ り
地下水 の変 化か前兆 と (+ることか多いため
t)す る. iた､井戸水 か Aト'た りす る. 埠
が育 ちこんだ り､drり上が った りT る.
(3) 土石れ
ら.小石かバ ラ,<ラと等 ちて くる.
池や沼の水 が急 l=Llえ た り# った
iにひび耕hがで き る.地面の一 触

朗帥地溝防災計削)見机の粥の骨子
+ JL t ■ iA r. 十 I■
､jtJtLZ:～を行う.
テム女役aLする.
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